
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

精神神経科専門研修コース（東邦大学医療センター大森・大橋病院連携） 

 
募集定員                             
10 名 
 
コースの特徴                           
 東邦大学医療センター（大森、大橋、佐倉）の本院である大森病院は特定機能病院であり東京都大田

区、品川区南部、川崎市北部（人口約 100 万人）の地域基幹病院です。我々の教室は、基幹病院の精神

神経科として大田区を中心とした広汎な地域の精神科医療を支え、多彩な治療へのニーズにも積極的に

応えています。一方で、国際化した羽田空港に近いことを活かし、国内海外とも広く交流を行い、最先

端の精神科医療を他に先駆けて積極的に update し続けています。中でも早期精神病の治療ユニットで

あるイルボスコでは、思春期、青年期における精神疾患の予防、早期介入に関する国内をリードする先

進的な取り組みを行っており、国際的にも多くの知見を発信し続けています。平成 27 年には、新 7 号

館が完成し医局やイルボスコも新しくなりました。 
 精神科病棟には開放病棟に加え、23 区内では数少ない閉鎖病棟（保護室あり）があります。本コース

においては、最新の設備と各分野のスペシャリストのもとで、児童・思春期および早期精神病から、慢

性 期 の ケ ア や 認 知 症 サ ポ ー ト ま で を 、 生 物 ・ 心 理 ・ 社 会 に 加 え て 倫 理 観 も 併 せ た

bio-psycho-socio-ethical な幅広い視点で網羅的に学べます。指導医からの直接指導はもちろんのこと、

毎週カンファレンスや研究会などが行われ、教授以下、各分野のスペシャリストによる基礎からより専

門的なレベルまでの総合的な指導を受けることができ、3 年間で日本精神神経学会認定専門医、精神保

健指定医の両資格を取得できます。 
 
研修カリキュラム 
本プログラムでは、研修初期より入院患者の担当医として、指導医（オーベン）のもとで看護師、精

神保健福祉士、薬剤師、栄養士や臨床心理士とチームを組み、リエゾンコンサルテーションや緩和ケア

も含め、あらゆる診断に必要な技能や治療法を修得していくことができます。二年目からは、大森病院

だけではなく、通勤可能な範囲にある研修連携施設をローテーションし、アルコール関連障害治療、精

神分析療法や森田療法などの精神療法、認知症治療、精神科リハビリテーションなど各病院の特色ある

プログラムを経験できます。さらに、臨床研究などを通じて、海外学会での発表や大学院への進学など

もでき、専門医や指定医の取得のみをゴールとせずその後の更なる飛躍を見据えた研修を行うことがで

きます。 

 

ローテーション パターン 

 
 
 



研修連携施設：東邦大学医療センター大橋病院、済生会横浜市東部病院、あさかホスピタル、井之頭病院、

武田病院、東京足立病院、東京武蔵野病院 など 

 
 
週間予定 
 レジデントは週 1.5 コマの学外アルバイトができます。その他は主に東邦大学医療センター大森病院

精神科外来・病棟・早期精神病ユニット“イル ボスコ”で研修を行います。 
 
教育関連病院・施設 
済生会横浜市東部病院 精神科部長 辻野 尚久 

東京武蔵野病院    院長    原  尚之  本学客員教授 

武田病院       院長    武田 龍太郎 本学客員講師 

東京足立病院     院長    田中 邦明  本学客員講師 

井之頭病院      院長    菊池 健   本学客員講師 

あさかホスピタル   院長    佐久間 啓  本学客員教授 

 
コースの実績（学位及び専門医等の取得状況等） 
 国家資格である精神保健指定医の資格取得には、医師５年、このうち精神科医 3 年の臨床経験が必要

です。当講座では該当者全員が本資格を有しています。 
 日本精神神経学会認定専門医を取得するにも、前期研修修了後 3 年間の学会指定施設での精神科臨床

経験と専門医試験合格が必要です。年々資格取得の条件は厳しくなっていますが、当コースでは近年中

に施行が予定されている専攻医制度で求められる高い基準をも十分に満たした研修プログラムを既に

提供しています。当講座では該当者全員が本資格を有しています。 
 
コースの指導状況 
 優れた精神科医になるには、次の４つの軸を漏れなく満遍なく勉強する必要があります。①急性期か

ら慢性期までの診療経験、②児童思春期から老年期までの症例の治療経験、③精神科病院での勤務経験

から地域ケア、精神科リハビリテーションまでの治療経験、④器質疾患から機能性（内因）疾患までの

治療経験。本コースではこれらの点を網羅し精神保健指定医、精神神経学会専門医、さらに博士の取得

にむけ、最も効率よく研修できます。 
 
学位・大学院と海外留学について 
 今日の臨床精神医学研究としてふさわしい内容の博士学位論文を提出できるよう指導しています。中

でも精神疾患の早期発見・早期治療に関する研究、精神疾患の神経画像研究（放射線科との共同研究）、

精神科疫学研究（社会医学講座との共同研究）、児童・思春期精神医学などでの研究が活発に行われて

います。大学院での研究も臨床研究が中心です。 
海外留学に関しては希望者には個別にカリキュラムと照らし合わせながら、積極的に海外研修を行える

ようになっています。下記の共同研究施設へはいつでも留学が可能です。 
  Prof. Massimo Cassacchia (Univ. L’Aquila, Italy) 
    統合失調症の至適治療方法の開発 



  Prof. Peter Johnes (Cambridge Univ.U.K.) 
    精神科疫学、早期介入 
  Prof. Giuseppe Sartori (Univ. Padua, Italy) 
    統合失調症の神経心理学的研究 
  Prof. Patrick D McGorry (Univ Melbourne, Australia) 
    精神障害の早期発見、早期介入、予防プロジェクト 
  Prof. Thomas McGlashan (Yale Univ, USA) 
    精神障害の前駆症状の評価方法の開発 
  Prof. Michael Green (UCLA, USA) 
    統合失調症の診断・治療 
  Prof. Eric Chen (Univ Hong Kong, China) 
    統合失調症の早期介入 
  Prof. Siow Ann Chong (Univ Singapore, Singapore) 
    統合失調症の早期介入 
  Prof. Young Chul-Chung (Chonbuk Univ, Korea) 
    統合失調症の早期介入 
  Prof. Christos Pantelis (Melbourne Neuropsychiatry Centre, Australia) 
    精神障害の脳画像解析 
 
評価及び修了認定 
 毎週の医局研究会で各人の臨床活動（症例検討）研究活動を行っています。定期的に業績報告を行い、

精神保健指定医、学位申請の準備の状況、日本精神神経学会専門医資格取得の方向性を、プログラム指

導責任者が評価します。精神保健指定医資格、日本精神神経学会専門医、学位（博士）の取得を後期研

修修了と考えています。 
 
認定医・専門医の取得等 
 

学会等名 日本精神神経学会 

資格名 日本精神神経学会 専門医 

資格要件 ５年以上の臨床経験のうち３年以上の精神科臨床経験 

専門資格の概要 

 東邦大学医療センター大森病院、大橋病院は、いずれも専門医研修施設として指定されています。 
なお、精神科専門医を取得するためには、まず、学会が作成したチェックリストにより本人と指導医が

研修結果を評価します。次に、経験症例数の報告とある程度詳しい症例報告を書きます。最後に、症例

報告に基づき面接試験を受けて合格しなければなりません。 

 

学会等名 厚生労働省 

資格名 精神保健指定医 



資格要件 ５年以上の臨床経験のうち３年以上の精神科臨床経験 

専門資格の概要 

 指定医取得のためには、①統合失調症圏３例（措置入院１例を含む）、②躁うつ病圏１例、③中毒性精

神障害圏１例、④児童・思春期精神障害１例、⑤症状性または器質性精神障害１例、⑥老年期認知症１

例の合計８例の医療保護入院患者のケースレポートを書き合格しなければなりません。 

 

学会等名 日本老年精神医学会 

資格名 認定専門医 

資格要件 研修医期間を含め７年以上の臨床経験を有すること。 

専門資格の概要 

 精神科・神経科等の指定医ないし専門医、あるいはこれらに準ずる資格を有していること。認定され

た施設において、細則に定める研修カリキュラムを修了していること。認定委員会の専門医認定試験お

よび審査に合格すること、などです。なお東邦大学医療センター大森病院メンタルヘルスセンターは認

定専門医資格受験のための認定施設になっています。 

 

学会等名 日本児童青年精神医学会 

資格名 認定医 

資格要件 
一般精神科 2 年以上、および児童青年精神科 3 年以上を含む 5 年以上の臨床経験

を有すること。 

専門資格の概要 

児童青年精神医学に関して広汎な専門知識と豊かな臨床経験を具えている臨床医であること、審査委員

会の認定試験及び審査に合格することなどです。 

 


